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いうことだけではなく「何について考えるか（what to think about）」に影響を与えるというわ
けである。 






















摘している6)。第一期の波は 3 月 15 日の東京渡辺銀行とその姉妹銀行であるあかぢ貯蓄銀行
の休業に始まる取り付け騒ぎである。当時の片岡直温蔵相の国会での失言もあって、国民の



































噴出した。その結果、枢密院は台銀救済緊急勅令を否決した。これを受けて日銀は 4 月 16
日、台湾銀行向けの緊急融資を停止することになったのである。 
この決定により第三の波は 4 月 18 日に日銀の支援が打ち切られ、台湾銀行が休業に追い込
まれたことで襲来した。また時期を同じくして関西の大手銀行、近江銀行も休業を発表した。
これを端緒に、預金者が銀行の窓口に殺到、全国的な信用不安が一気に広がり、休業に追い




















































1927 年 3 月 15 日、3 月 16 日付の二日間に発行された東京朝日新聞、読売新聞、中外商業
新報（現・日本経済新聞）の 3 紙を対象に、片岡直温蔵相の失言に端を発した東京渡辺銀行
の取り付け騒ぎの報道で、どのようなキーワードやキーセンテンスが使用されたのかを分析
する。キーワード、キーセンテンスは 3 紙別に一覧表にまとめ表 1～表 3 で示した。3 紙の記




表 1 片岡蔵相の失言をめぐるキーセンテンス、キーワードの一覧（東京朝日新聞） 
日 付 見出し・キーワード 





記事 2『遂に休業 整理のため本日から』 
① 片岡蔵相の破綻言明 
② 遂に 15 日から休業して整理することになった 





④ 33 万 7 千円の支払いに窮し一旦停止することになり 
⑤ いつものごとく営業を継続した 
⑥ （蔵相発言で）同行は不安の状態に陥り 
3 月 16 日 記事 1『他の銀行には 絶対に波及させぬ 日銀に救済の用意あり』 
① 万一他の銀行に取付が起こった際は日銀が出来るだけ救済することになった 
記事 2『東京渡辺銀行が財界に投じた禍紋 注目さるる今後の推移』 
① （東京渡辺銀行が）休業するに至った結果は財界方面に少なからぬ波及を引き起
こすに至っている 
記事 3『休業札を恨めしげに 小口預金者押かく』 
① 「本支店共一せいに臨時休業を始めた」 
② （預金者が）本店へ押しかけた 
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表 2 片岡蔵相の失言をめぐるキーセンテンス、キーワードの一覧（読売新聞） 
日 付 見出し・キーワード 












記事 3『当局に全く 責任はない』 
① （渡辺銀行は）祖先伝来の不動産あるを以て相当の時日を以ってすれば預金者に
迷惑を掛けること事なしと述べた 
3 月 16 日 記事 1『銀行警戒はしたが 十五日の金融市場は平穏』 
① （コール市場は）相当の出会いがあつたから大体から見て平穏だった 
② 銀行も現れえた程であって一安心の体であった 
記事 2『渡邊銀行の善後 渡邊あかぢ両行 整理の大体方針』 
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表 3 片岡蔵相の失言をめぐるキーセンテンス、キーワードの一覧（中外商業新報） 
日 付 見出し・キーワード 
3 月 15 日 記事 1『東京渡辺銀行 遂にけふから休業』 











まず各紙とも、片岡直温蔵相の責任について「重大責任」（3 月 15 日付、東京朝日新聞）、
「舌禍」（3 月 15 日付、読売新聞）、「渡辺銀行を殺した」（3 月 16 日付、中外商業新報）など
痛烈なキーワード、キーセンテンスを多用して片岡直温蔵相の責任問題を追及している点を
確認しておきたい。 



























東京朝日新聞は、東京渡辺銀行の休業を扱った 3 月 15 日付の記事 2『遂に休業 整理のた
め本日から』の中で「片岡蔵相の破綻言明」「遂に 15 日から休業して整理することになった」
と言及、破綻以外にも「整理」という信用を棄損するキーワードも採用している。 
さらに、東京渡辺銀行の経営内容を分析した 3 月 15 日付の記事 3『大困惑を蒙った 東京
渡辺銀行の状態』の中で東京渡辺銀行が震災手形を大量に保有して財務内容が悪化していた
ことを指摘、経営不振企業への「不良貸しが多い」ため「益々経営困難に陥りつつあった」





読売新聞は、片岡直温蔵相の発言を取り扱った 3 月 15 日付の記事 1『衆院予算総会で 片
岡蔵相の舌禍』の中で「以前より破綻の危機に臨んでいた」と信用を棄損する表現で指摘し








15 日付の記事 3『当局に全く 責任はない』でも「（渡辺銀行は）祖先伝来の不動産あるを以
て相当の時日を以ってすれば預金者に迷惑を掛けること事なしと述べた」と記事 2 に続いて
信用維持のキーセンテンスを使用している。渡辺銀行の整理方針について取り扱った 3 月 16
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月 16 日付の記事 1『他の銀行には 絶対に波及させぬ 日銀に救済の用意あり』では「万一



















た 3 月 15 日付の記事 3『当局に全く 責任はない』でも「（渡辺銀行は）祖先伝来の不動産
あるを以て相当の時日を以ってすれば預金者に迷惑を掛けること事なしと述べた」とし、預
金者保護が可能なことに再び言及、信用を維持する表現を採用している。 
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東京朝日新聞が 3 月 15 日付の記事 2『遂に休業 整理のため本日から』で「（東京渡辺銀行
が）休業するに至った結果は財界方面に少なからぬ波及を引き起こすに至っている」と銀行
の休業が産業界全体に悪影響を及ぼしていることを指摘している。読売新聞は、片岡直温蔵
相の舌禍事件を取り扱った 3 月 15 日付の記事 1『衆院予算総会で 片岡蔵相の舌禍』で「財
界を混乱せしむる不謹慎極まる失言問題」と片岡直温蔵相の責任を追及する中で、産業界が
混乱していることにも言及している点に特徴がある。ただ金融市場の動静を取り扱った 3 月














昭和 2 年 3 月 14 日の片岡直温蔵相の失言で東京渡辺銀行の取り付け騒ぎが起こり、信用不


























































金融危機の払拭に向けて、こうした蔵相声明が相次いで発表されたのは、3 月 21 日と 22 日
で、実に片岡直温蔵相の失言から一週間も経過した後である。このような蔵相声明に合わせ
て、日銀も貸出規定を大幅に緩めて融資額を 2 倍以上に増やし、市中銀行の資金繰りを支援





















8) 東京朝日新聞（昭和 2 年 3 月 15 日付朝刊 市内版） 
9) 共同通信社の 1998 年 10 月 23 日の配信記事「預金、金融債は全額保護 長銀国有化で首相談話」
より 
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